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建設中の東京国際空港D滑走路周辺の地下地質　その 3－深部層序と構造－

Geological features around the Tokyo International Airport D runway under construc-
tion(Preliminary Report 3)
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本報告は,建設中の東京国際空港Ｄ滑走路 (以下Ｄ滑走路)周辺の地質層序の内，おおむね AP-85m以深の層序並びに地
質構造について検討するものである．

D滑走路付近では，「建設中の東京国際空港D滑走路周辺の地下地質　その 1」で述べたように各種調査が実施されてお
り，構造物基礎としての諸物性値は「東京国際空港 D滑走路建設工事　技術報告会」等で報告されている．しかし，当
該地域の詳細な地質層序や構造については報告されていなかった．

D滑走路付近の層序は，上総層群，江戸川層，東京層，埋没段丘構成層，七号地層，有楽町層，覆砂層で構成されて
いる．
本報告では，D滑走路で実施されたボーリングコアと現空港側 C滑走路航空機エンジンランナップ場付近で実施した

平成 2年の既存調査結果 (以下 C滑走路)と対比して層序や構造に関する知見が得られたので，江戸川層以深の層序につ
いて報告する．
層序確定のために,火山ガラス等の屈折率，ナンノ化石，有孔虫，花粉，珪藻，古地磁気等の分析を実施した．
1）上総層群
固結シルトより構成され，AP-150m～AP-170m以深に分布する。田谷スコリア（Tys），大田代11(O11)，笠森 15(ksm15)，

黄和田 38(kd38)に対比される火山灰を確認した．微化石では CN13a，CN13bを確認した．花粉分析ではトウヒ属-マツ
属-メタセコイア帯を AP-200m～AP-210ｍ以深に確認し，スギ属-メタセコイア帯，スギ属-ブナ属帯，ブナ属-マツ属-ニ
レ属帯を確認した．貧花粉化石層を数 10mの層厚で認めた．花粉化石からは冷温帯から亜寒帯の植物相を示している．
植物層の変遷からMIS13に対比した。堆積環境は，外洋水の影響を受けた内湾で，下部は水深が深く上部が浅かったと
推定される。

B.M.境界は、C滑走路付近では，AP-180m付近で確認し，D滑走路では，AP-210m～AP-220m付近で確認している．
2）江戸川層
シルト層を挟在する砂層より構成され，AP-100m～AP-85m以深に分布する。D滑走路では残丘を形成している。多摩

テフラ（TB-12），多摩テフラ（Tcu-4），多摩 TE-5上部（TE-5b），大町テフラ（APm）に対比される火山灰を確認し
た．微化石では CN14a，CN14bを確認した．花粉分析では，上総層群上部にアカガシ亜属帯の花粉が多く確認され，C
滑走では，アカガシ亜属帯の下部にトウヒ属-マツ属-モミ属帯を認めた．アカガシ亜属帯の上部には，トウヒ属-ツガ属-
マツ属，ブナ属-ハンノキ属-スギ属帯，スギ属-トウヒ属帯を確認した．部分的に貧花粉化石層を認める．花粉化石から
は寒冷～温暖～冷温～冷温～亜寒のサイクルが推定され，堆積環境は，陸に近い内湾環境が推定される．植物層の変遷
からMIS11，10，9，8，7に対比した。

D滑走路 AP-80mないし AP-85m付近の残丘に挟まれる火山灰層が，大磯丘陵の TB10～TB11火山灰層と対比でき，
また AP-86m付近で確認される砂礫層直下の火山灰が大磯丘陵の TB12と対比された．
つまり，東京層下部の砂礫層直下（一部残丘内）までの地層が江戸川層である．
3）地質構造
上総層群の地質構造を直接観察することはできないが，B.M.境界のボーリング孔での測定深度から，北東方向へゆる

く傾斜している。
　江戸川層の地質構造は残丘内の火山灰層の分布から，北東方向へ傾斜していると推定できる。
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